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糖尿病と医療連携 
           

副院長（兼）医療連携・相談室室長補佐  江口 英行 
 
      

 

日頃より糖尿病や甲状腺疾患を 

はじめとする代謝内分泌領域の患者

さんを数多くご紹介いただきまして、

誠にありがとうございます。代謝内分

泌科は 2016 年度には医師が最大  

4 名おりましたが、諸事情により徐々

に減少し 2019 年 1 月から 3 月には

ついに私 1名になってしまい、病院

のスタッフからは「絶滅危惧種」を見る

ような眼差しを受けてきましたが、この

4月からは元気な後期専攻医を迎え

復活しつつあります。 

7 月にはさらにパワーアップする予定

ですのでご期待ください。 

 この医療連携だよりには平成 23 年 

12 月第 31 号に記事を載せさせてい

ただき、糖尿病で入院治療後の定期

的な連携外来（連携パス）を実施した

いと抱負を述べました。実際、その後

には現在安日クリニック院長を務めて

いる安日智先生が中心となり、医療

連携室の皆様のご協力を受けながら

数名の患者さんで糖尿病連携パスを

実施いたしました。ところが、連携ツ

ール（紙媒体で主治医が記載するも

の）の準備や運用が予想以上に大変

かつ煩雑であり、安日先生の退職と 

ともに一時休止の形になってしまい 

ました。  

安日先生には相当努力していた 

だいたのですが、うまく運用できな

かったことは上司として申し訳なく

思っています。しかし、総合管理を

行う医療機関（かかりつけ医）と専

門治療（急性増悪、慢性合併症治

療も含む）を行う医療機関（当院） 

の連携はとても重要なので、再検

討してなんとか再開したいと思って

います。 

冒頭の私の肩書きに私に不似合

いな言葉が並んでいます。ICT から

程遠いアナログ人間の私に何がで

きるのだろうかと、こちらは暗雲が立

ち込めている気分です。それはさて

おき、私に出来ることがあれば頑張

りますのでよろしくお願い致します。 
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＜医師紹介＞ 
 

2019 年度、医療連携・相談室の職員体制を紹介いたします。 

山田医療連携部長はじめ、医師（副部長）5 名、看護師 12 名、社会福祉士４名、

精神保健福祉士（兼）社会福祉士３名、事務職等 3２名の組織となりました。 

今年度更にスタッフを増員し、パワーアップして地域連携、各種支援の強化に努め

て参ります。今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

大樂 勝之 
（だいらく かつゆき） 

 

医療連携部副部長
（兼）診療部長（外科系六） 
（兼）整形外科統括科長 

鈴木 春芳 

（すずき はるよし） 

 

医療連携部副部長 
（兼）精神科医長 

髙橋 潤 

（たかはし じゅん） 

 

医療連携部副部長 
（兼）教育研修部副部長 

（兼）診療部長（総合診療科） 

（兼）総合診療科科長 

 

山田 昌弘 
（やまだ まさひろ） 

副院長 
（兼）医療連携部長 

（兼）医療情報部長 

（兼）医療連携・相談室長 

（兼）診療情報管理室長 

（兼）呼吸器外科統括科長 

（兼）化学療法センター室長 

渡辺 晋一郎 
（わたなべ しんいちろう） 

 

医療連携部副部長 
（兼）診療部長（内科系一） 

（兼）内視鏡部長 

（兼）教育研修部副部長 

（兼）内視鏡室長 

（兼）消化器内科科長 

江口 英行 

（えぐち ひでゆき） 
 

副院長 
(兼)診療部長（内科系二） 

(兼)医療連携部副部長 

(兼)教育研修部長 

(兼)内科（代謝・内分泌）統括科長 

(兼)栄養管理室長 

(兼)人間ドック室長 

(兼)医療連携・相談室室長補佐 



   

 

★印は今年度新たに加わったスタッフ 
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                        注）社福士・精神は、社会福祉士（兼）精神保健福祉士の略です 
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業務別に担当のご紹介 

連携部門 
紹介、逆紹介、予約窓口、

OKI-net、ネットワーク関連 

地域連携パスについて担当 

します。 

相談支援部門 
医療・福祉相談、がん相談、セカンドオピニオン、緩和ケア、妊産婦・母子支援、 

精神科関連について担当します。 

入退院支援部門 
住み慣れた所で生活が継続できるよう、入院前からサポートします。

看護師、社会福祉士が担当します。 



   

 

医療連携・相談室からのお知らせ 

室からのお知らせ医療連会相談室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

置賜広域病院企業団 

公立置賜総合病院 

 

 

 

 

（１）FAX で申込み 
①診察予約申込書を、予約センターへ FAX お願いします。 

（予約希望日の前平日 17:00 まで） 

②予約センターで予約取得後、予約票を FAXにて返送します。 

③予約票と紹介状を患者さんにお渡し下さい。 

（２）予約システムで申込み 

①予約システムに予約枠を設けています。 

予約希望日の前平日 17:00 までに取得して下さい。 

②予約取得後、予約メモと紹介状を患者さんにお渡し下さい。 

 

※ 造影剤を用いる検査の場合は、紹介元で同意書を取得し患者さんにお渡
し下さい。また、事前に予約センターへ同意書の FAX をお願いします。 

 

撮影した CT・MRI 画像及びレポートは、OKI-net で参照できます。 

OKI-net の参加もご検討ください。 

公立置賜総合病院 

 

〒992-0601 

山形県東置賜郡川西町 

大字西大塚 2000 番地 

                  

TEL： 

0238-46-5000 

 

予約センターTEL： 

0238-46-5700 

 

FAX: 

0238-46-5722 

 

E-MAIL: 

renkei@okitama-hp.or.jp 

公立置賜総合病院では、 

CT・MRI 検査のみの予約取得も可能です 
診察予約無しでも検査予約が可能です 

下記の方法でご予約ください 

 

あとがき 

 公立置賜総合病院では、平成３１年４月新たに職員を迎

え、新体制をスタートいたしました。医師・歯科医師１４名、

研修医１１名、薬剤師２名、看護師（助産師含む）３０名、放

射線技師３名、管理栄養士２名、臨床検査技師３名、臨床

工学技士１名、リハビリテーション部４名、事務部３名が新

規採用となりました。研修期間を経て「心かよう信頼と安心

の病院理念」をめざしてまいります。 

「令和」の年としても、心一つにして地域の中核病院とし

て精進してまいりますので、今後ともご指導いただきますよ

うよろしくお願いいたします。 


